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CO2貯留容量に関する数値解析検討

Numerical analysis on CO2 storage capacity
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　気候変動の緩和策としてCO2地中貯留に期待が寄せられている。CO2地中貯留における貯留層評価の主な検

討項目は、①CO2貯留容量の評価、②圧入性能の評価、の２つである。本研究ではCO2貯留容量の評価に関し

て、数値解析による検討結果について報告する。 

 

　CO2地中貯留のサイト選定段階では入手できる地質情報が限定されるため、一般的には「容積法」により概

算的な貯留容量が評価される。貯留サイト選定後、貯留層の傾斜、物性値（浸透率、孔隙率等）の不均質

性、遮へい層の破壊圧等の詳細な地質情報が得られるならば、それらを反映した地質モデルを構築し、数値解

析を用いた検討を行うことによって精度の高い貯留容量を評価することが望ましい。 

 

　本研究は、数値解析により貯留容量を評価する方法を採用した。仮想的な地質モデルを想定し、CO2圧入シ

ミュレーションを実施し、貯留容量の評価を行った。解析コードは多成分・多相流体を扱う

TOUGH2-ECO2Nを用いた。容積法と数値解析の検討結果を比較すると、容積法に比して本研究の数値解析の

結果は65%程度の貯留容量であると評価された。資源分野で用いられる「資源量」と「埋蔵量」との対比で言

えば、容積法による貯留容量は「資源量」に該当し、数値解析による貯留容量は「埋蔵量」に該当すると考え

れば、容積法と数値解析の結果の相違は概ね妥当であると思われる。 

 

　数値解析による方法は、単に貯留容量を評価するだけでなく、貯留層内の圧力上昇やCO2プルームの分布等

を予測した上で、対象とする貯留層を有効に活用する（無駄なく利用する）ための圧入坑井の配置、坑井

数、圧入流量・時間、また必要に応じて圧力緩和井の設置などの「設計」を可能にするものとして期待でき

る。
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